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若
い
力
が
支
え
る
海
運
の
未
来

ー
海
技
教
育
機
構
の
練
習
帆
船
「
日
本
丸
」
が
遠
洋
航
海
ヘ
｜

登
橋
礼
で
出
航
の
挨
拶
を
す
る
実
習
生
た
ち

ば
た太
い平
た洋

｜の
白
。鳥

が
ノ、

ワ
イ
A.. 

向
け
て
羽

2
0
1
6年
ロ
月
刊
日
午
後
2
時
、
海
技

教
育
機
構
の
練
習
帆
船
「
日
本
丸
」
（
2
5

7
0総
ト
ン）

が
、
実
習
生
1
1
0名
を
乗
せ

て
ハ
ワ
イ
へ
向
け
て
遠
洋
航
海
に
出
航
し
た
。一

出
航
式
に
は
、
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
も

臨
席
し
、
激
励
し
た
。
「
日
本
丸
」
は
、
ナ

一

ウ
ィ
リ
ウ
ィ
リ
（
カ
ウ
ア
イ
島
）
、
ホ
ノ
ル

一

ル
（
オ
ア
フ
島
）
に
寄
港
し
、

2
0
1
7年

一

2
月
8
日
、
東
京
に
帰
港
し
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
ロ
月
刊
日
、
帆
船
「
日

本
丸
」
の
後
部
甲
板
上
で
、
出
航
式
が
行
わ

一

れ
た
。
実
習
生
は
、
全
国
5
つ
の
商
船
系
高

等
専
門
学
校
（
富
山
、
鳥
羽
、
広
島
、
弓
削
、

一

大
島
）
の
4
年
生
1
1
0名

（う
ち
女
子
は

一

日
名
）
。
冬
の
北
太
平
洋
の
荒
波
を
超
え
カ

ウ
ア
イ
島
ナ
ウ
ィ
リ
ウ
ィ
リ
、
オ
ア
フ
島
ホ

ノ
ル
ル
へ
の
寄
港
を
へ
て
、

2
0
1
7年
2

月
8
日
、
東
京
港
に
帰
港
す
る
。

出
航
式
を
前
に
、

実
習
生
が
家
族
や
友
人

ら
と
し
ば
し
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

大
山
泰
知
さ
ん
（
広
島
商
船
高
専
）
は
香

川
県
か
ら
駆
け
つ
け
た
母
親
の
知
恵
さ
ん
と

記
念
撮
影
に
臨
ん
だ
。
「
こ
れ
ま
で
の
訓
練

で
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
頑
張
り
ま
す
」
と

語
る
泰
知
さ
ん
に
、
知
恵
さ
ん
が
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
た
。

竹
俣
多
聞
さ
ん

（
同
）
の
父
の
正
三
さ
ん

も
、
広
島
商
船
高
専
の
出
身
で
「
日
本
丸
」

で
実
習
を
受
け
た
。
居
室
は
偶
然
、
多
聞
さ

ん
と
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
。
「
感
無
量
で
す
」

と
正
三
さ
ん
。
多
聞
さ
ん
は
「
身
が
引
き
締

ま
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

美
濃
春
香
さ
ん

（同
）
は
広
島
か
ら
見
送

り
に
来
た
母
の
恵
子
さ
ん
と
敬
礼
で
ポ
l
ズ

を
決
め
た
。
「
緊
張
感
を
持
っ
て
訓
練
に
臨

み
、
成
長
し
た
い
」
と
い
う
春
香
さ
ん
に

「
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
恵
子
さ
ん
が
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

出
航
式
に
は
石
井
国
土
交
通
大
臣
が
臨
席

し
、
「
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え

る
優
秀
な
船
員
に
な
っ
て
い
か
れ
る
。
我
が

国
の
海
運
を
担
う
た
め
に
は
、
常
に
誇
り
と

や
り
が
い
を
も
っ
て
訓
練
に
励
み
、
さ
ら
な

る
研
さ
ん
に
努
め
、
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一
回
り
も
二
回
り
も
大

き
く
な
っ
て
帰
港
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
訓
示
を
述
べ
、
激
励
し
た
。

「
日
本
丸
」
の
奥
知
樹
船
長
は
、

「
こ
れ
か

ら
我
々
が
渡
る
海
は
、
冬
の
厳
し
い
荒
れ
狂

う
北
太
平
洋
で
あ
る
。
司
馬
遼
太
郎
は
著
書

の
中
で
、
自
然
の
中
で
訓
練
に
よ
っ
て
自
己

を
作
る
こ
と
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。
日
本

丸
で
太
平
洋
を
渡
る
こ
と
は
自
己
を
確
立
す

る
た
め
に
最
も
適
し
た
場
所
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
を
気
遣
い
な
が
ら
、

一
つ
の
家
族

と
し
て
こ
の
航
海
を
成
就
す
る
こ
と
を
胸
に
、

一
意
専
心
の
気
持
ち
で
こ
の
航
海
に
臨
む
」

と
出
航
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

午
後
2
時、

「
日
本
丸
」
が
静
か
に
離
岸

す
る
と
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
登
橋
礼
が
始

ま
っ
た
。
裸
足
で
マ
ス
ト
を
登
る
実
習
生
。

多
数
の
立
候
補
者
の
中
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
号
令
で
、
一

斉

に
「
ご
き
げ
ん
よ
l
H
」
と
帽
子
を
掲
げ
る

と
、
岸
壁
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ

っ
た
。

2
0
1
7年
元
日
寸

「
日
本
丸
」
は
ハ
ワ

イ
を
目
前
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
。

（2
0
1
6年
ロ
月
叩
日
、
横
浜
港
に
て
取
材
）



ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
落
下
物
（
文
房
具
、
時
計
、

一

鍵
な
ど
）
が
入
つ
て
な
い
か
を
確
認
。
登
橋

一

の
際
は
身
体
の

3
点
を
必
ず
保
持
す
る

3
点

一

支
持
が
鉄
則
だ
。
ヤ
ー
ド
に
渡
る
時
は
互
い

に
声
を
か
け
あ
う
。
命
を
守
る
た
め
に
必
要

一

な
こ
と
を
一
つ
一
つ
体
に
叩
き
込
ん
で
い
く
。
一

帆
船
「
日
本
丸
」
が
育
む
船
員
魂

国
内
最
後
の
実
習
訓
練

ロ
月
3
日
、
東
京
港
晴
海
ふ
頭
に
ク
太
平

洋
の
白
鳥
。
帆
船
「
日
本
丸
」
が
羽
を
休
め

て
い
た
。
こ
の
日
か
ら

3
日
間
、
「
日
本
丸
」

は
東
京
湾
に
お
い
て
、
遠
洋
航
海
に
向
け
て

最
後
の
実
習
訓
練
を
行
う
。
実
習
生
は
全
国

5
つ
の
商
船
系
高
等
専
門
学
校
（
富
山
、
鳥

羽
、
広
島
、
弓
削
、
大
島
）
の

4
年
生

1
1

－
名
。
そ
の
中
に
は
機
関
科
の
実
習
生
日
名

も
含
ま
れ
る
。
女
子
は
ロ
名
。
実
習
生
は
叩

月
か
ら
乗
船
し
、
囲
内
航
路
で
訓
練
を
続
け

て
き
た
。
こ
の
乗
船
実
習
の
集
大
成
が
、
ハ

ワ
イ
へ
の
遠
洋
航
海
で
あ
る
。

「
日
本
丸
」
は
、

3
日
午
前
叩
時
却
分
、
東

京
港
を
出
港
。
奥
知
樹
船
長
、
山
本
訓
史
機

関
長
を
は
じ
め
同
船
の
乗
組
員
は
団
名
。
実

習
を
統
括
す
る
専
任
教
官
（
甲
板
部
・
機
関

部
各
1
名
）
や
看
護
長
も
乗
船
し
、
万
全
の

体
制
で
訓
練
に
臨
む
。

午
前
叩
時
に
出
港
準
備
が
発
令
さ
れ
、
船

橋
に
上
る
と
実
習
生
が
作
業
状
況
を
船
長
に

報
告
し
、
航
海
計
器
の
確
認
作
業
を
行
っ
て

い
た
。
水
先
人
が
乗
船
し
、

2
隻
の
タ
グ
ボ

ー
ト
に
曳
航
さ
れ
て
「
日
本
丸
」
が
離
岸
し

た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
り
東
京

湾
の
中
ノ
瀬
へ
。
午
後
1
時
投
錨
。

5
日
午

前
ま
で
こ
こ
で
仮
泊
す
る
。

－
時
初
分
、
登
橋
訓
練
を
実
施
。
実
習
生

は
叩
月
に
乗
船
以
来
、
各
寄
港
地
で
セ
イ
ル

ド
リ
ル
を
行
い
、
数
回
の
帆
走
も
経
験
し
て

い
る
が
、
遠
洋
航
海
で
は
航
海
2
日
目
か
ら

約
1
カ
月
間
は
冬
の
太
平
洋
を
帆
走
で
渡
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訓
練
を
か
ね
て
、
ヤ

ー
ド
に
セ
イ
ル
を
結
び
つ
け
る
ロ
バ
ン
ド

（
三
つ
編
み
の
ロ

l
プ）

の
締
め
直
し
作
業

を
行
っ
た
。

ズ
ボ
ン
を
ま
く
り
上
げ
て
裸
足
に
な
り
、

自
然
に
向
き
合
う
姿
勢
を
養
う

帆
船
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
奥
知
樹
船
長

は
、
「
過
酷
な
自
然
の
中
を
船
で
渡
っ
て
い

く
こ
と
で
協
調
性
、
責
任
感
、
積
極
性
が
備

わ
っ
て
く
る
」
と
語
る
。
さ
ら
に
「
社
船
実

の
切
れ
間
か
ら
朝
日
が
昇
る
中
で
体
操
を
行

う
。
そ
の
後
航
海
科
の
実
習
生
に
よ
る
練
習

船
恒
例
の
ヤ
シ
摺
り
が
始
ま
る
。
海
水
が
ま

か
れ
た
デ
ッ
キ
を
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し

習
に
よ
り
即
戦
力
を
養
成
す
る
方
法
も
あ
る

が
、
船
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
然

と
対
峠
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
薄
れ
て
く

る
。
船
の
ハ

l
ド
面
で
の
安
全
性
は
高
ま
っ

て
い
る
が
、
海
を
渡
っ
て
人
や

物
を
運
ぶ
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

自
然
と
向
き
合
う
姿
勢
、
身
の

こ
な
し
な
ど
が
養
え
る
と
こ
ろ

に
帆
船
教
育
の
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
続
け
た
。

厳
し
い
自
然
と
向
き
合
う
。

そ
れ
だ
け
に
「
遠
洋
航
海
の
目

標
は
全
員
無
事
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
に
つ
き
ま
す
」
と
奥
船
長
。

そ
の
う
え
で
、
「
何
の
た
め
に

航
海
す
る
の
か
」
を
体
得
し
て

ほ
し
い
と
い
う
。
例
え
ば
高
い

マ
ス
ト
に
登
る
の
は
帆
を
張
る

た
め
で
、
物
事
に
は
必
ず
目
的

が
あ
る
。
目
的
に
向
か
っ
て
努

力
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
奥
船
長
は
願
、
っ
。

中
ノ
瀬
で
の
実
習
2
日
目
を

迎
え
た
。
午
前
6
時
却
分
、
総

員
起
こ
し
。
実
習
生
、
乗
組
員

全
員
が
後
部
甲
板
に
集
合
。
雲

よ
い
」
の
か
け
声
と
と
も
に
、
ヤ
シ
の
実
を

半
割
に
し
た
タ
ワ
シ
で
磨
く
の
だ
。
記
者
も



書
の
取
得
が
必
要
と
な
る
。
小
津
通
信
長
は
、

一

挑
戦
し
た
が
、
素
足
に
海
水
は
冷
た
く
、
膝

や
腰
に
負
担
が
か
か
る
。

航
海
科
は
班
ご
と
に
、
救
命
艇
で
の
救
命

設
備
取
扱
実
習
と
、
船
橋
で
入
港
先
の
港
務

手
続
き
に
つ
い
て
学
ぶ
港
務
手
続
実
習
、
教

室
で
天
気
予
報
演
習
を
行
っ
た
。

天
気
予
報
演
習
の
講
師
は
、
「
日
本
丸
」

の
小
津
春
樹
通
信
長
だ
。
現
在
ほ
と
ん
ど
の

民
間
船
舶
で
は
航
海
士
が
通
信
士
を
兼
務
す

る
が
、

そ
の
際
、

船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明

船
舶
通
信
の
基
礎
か
ら
気
象
予
報
ま
で
実
習

生
に
指
導
す
る
ほ
か
、
無
線
業
務
、

設
備
機

器
の
保
守
、

パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
管
理
な

ど
を
行
う
。
練
習
船
で
は
航
行
中
に
限
り
毎

「
日
本
丸
」

日
1
回
、
モ
ー
ル
ス
信
号
で
位
置
情
報
を
送

信
し
て
い
る
。

「
モ
ー
ル
ス
信
号
を
聞
き
取
れ
る
人
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
信
号
を
す
べ
て
覚
え
る
必

要
は
な
い
が
、
通
信
手
段
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
は
意
義
が
あ
り
ま
す
」
と
小
岸
通
信
長

は
語
る
。
こ
の
日
も
午
後
8
時
、
位
置
情
報

や
行
動
予
定
を
佐
久
間
利
彦
2
等
通
信
士
が

打
電
し
た
。

一
方
機
関
科
の
実
習
生
は
、
座
学
中
心
の

実
習
を
行
っ
た
。
今
回
は
5
校
か
ら
各
3
名

ず
つ
日
名
の
実
習
生
が
乗
船
し
て
い
る
。

訓
練
か
ら
得
た
成
果
が
力
に

山
本
訓
史
機
関
長
は
「
君
た
ち
は
選
ば
れ

た
日
名
だ
と
、
は
つ
ば
を
か
け
て
い
ま
す
」

と
語
る
。
「
本
船
は

1
5
0
0
馬
力
の

2
基

の
機
関
を
搭
載
し
て
お
り
、
小
人
数
で
実
機

に
ふ
れ
る
機
会
が
多
く
充
実
し
た
実
習
が
受

け
ら
れ
る
。
自
分
た
ち
で
機
械
を
動
か
せ
る

ま
で
習
熟
し
て
学
校
に
戻
り
、
機
関
科
の
学

生
た
ち
を
牽
引
し
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

「
学
生
に
は
本
船
の
機
関
を
丸
覚
え
す
る
の

で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
を

考
え
な
が
ら
覚
え
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
」

と
山
本
機
関
長
。
そ
の
結
果
応
用
力
が
身
に

つ
き
、
ト
ラ
ブ
ル
の
際
に
優
先
順
位
を
正
確

少
な
い
の
で
1
対
1
で
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。一

五
感
を
使
っ
て
見
回
り
す
る
大
切
さ
を
実
感

一

し
て
い
ま
す
」
と
奈
須
さ
ん
。
あ
こ
が
れ
は

一

同
船
の

3
等
機
関
士
。
「
学
生
時
代
た
く
さ

同

ん
勉
強
し
、
そ
の
知
識
や
技
術
を
分
か
り
ゃ

一

す
く
砕
い
て
教
え
て
く
れ
ま
す
」
と
語
る
。
一

課
外
活
動
の
学
友
会
で
は
航
海
科
の
学
生

と
も
交
流
を
図
る
。
コ
ー
ヒ
ー
好
き
で
料
理

班
に
所
属
。
「
船
で
は
下
の
者
が
コ
ー
ヒ
ー

を
い
れ
る
と
聞
き
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

い
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
笑
っ
た
。一

マ
ス
ト
に
登
る
実
習
生
を
最
後
尾
か
ら

次
席
3
等
航
海
土
が
見
守
る

に
把
握
で
き
る
か
ら
だ
。

「
つ
ら
い
訓
練
か
ら
得
た
成
果
は
必
ず
力
に

な
る
」
。
山
本
機
関
長
は
、
学
生
た
ち
が
海

事
産
業
を
担
う
人
材
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

機
関
科
実
習
生
の
奈
須
康
起
き
ん
（
大

島
）
は
、
「
遠
洋
航
海
に
行
き
た
い
」
と
帆

船
実
習
を
希
望
し
た
。
「
機
関
科
実
習
生
が

航
海
科
実
習
生
の
高
漬
期
さ
ん
（
広
島
）

は
、
「
乗
船
し
た
頃
に
比
べ
、
今
は
操
船
の

46 

楽
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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特
に
マ
ス
ト
に
登
っ
た
時
の
景
色
が
素
晴
ら

し
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。
辛
い
の
は
船
酔

ぃ
。
「
で
も
、
こ
ん
な
環
境
下
で
大
海
原
を

渡
る
こ
と
で
、
必
ず
自
分
自
身
成
長
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
と
遠
洋
航
海
に
期
待
を
寄
せ

ヲ。。
同
船
の

1
等
航
海
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

「
姿
勢
も
ま
っ
す
ぐ
で
、
話
も
上
手
。
相
手

の
こ
と
を
思
っ
て
叱
っ
て
く
れ
ま
す
。

人

前
の
大
人
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
人
だ
と
思

五
感
を
使
っ
て
。
機
関
の
音
に
耳
を
す
ま
す



い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

実
習
3
日
目
。
朝
の
日
課
の
後
は
、
出
航

準
備
に
か
か
る
。
エ
ン
ジ
ン
ル
l
ム
で
は
7

時
半
か
ら
暖
機
を
始
め
て
い
た
。
実
習
生
も

機
関
制
御
室
、
機
関
室
と
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
場

に
分
か
れ
て
作
業
に
か
か
る
。
耳
で
聞
き
、

目
で
見
て
、
匂
い
を
嘆
ぎ
、
触
っ
て
機
械
が

正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
確
か
め
る
。
機
関

制
御
室
で
は
そ
の
様
子
を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認

し
な
が
ら
、
船
橋
か
ら
の
指
示
を
待
つ
。

午
前
叩
時
、
横
浜
港
が
見
え
て
き
た
。
水

先
人
は
元
「
海
王
丸
」
船
長
の
雨
宮
伊
作
さ

ん
だ
っ
た
。
奥
船
長
と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
o

m時
却
分
、
帆
船
を
知
り
つ
く
し
た
雨
宮
さ

ん
に
導
か
れ
、
「
日
本
丸
」
は
静
か
に
着
岸

ーレ
h

～。
海
は
国
や
人
を
つ
な
ぐ
も
の

厳
し
い
北
太
平
洋
を
渡
っ
た
先
の
ハ
ワ

イ
・
カ
ウ
ア
イ
島
で
は
「
日
本
丸
」
と
ゆ
か

り
の
深
い
日
系
人
が
実
習
生
の
到
着
を
待
っ

て
い
る
。
現
地
で
の
国
際
交
流
も
実
習
生
に

は
大
き
な
糧
と
な
る
。

「
海
は
国
や
人
を
隔
て
る
も
の
で
は
な
く
、

つ
な
ぐ
も
の
」
｜
｜
。
奥
船
長
の
言
葉
が
心

に
響
い
た
。

r Z合竺サコ
日本丸で、出会った実習生に、遠洋航海にかける意気

込みを一言ずつ語ってもらった。

宇都宮直人さん〔弓削）

兄も弓削商船高専を卒業し

て、商船三井の船員になっ

た。船酔いしても遠洋航海を
やり遂け、たし、。

田島かい里さん（富山）

母は心配しているけど応援

してくれている。遠洋航海で

は頑張ってついてL、く。みん

なで、無事に帰ってきたし、。

問所森さん（広島）

進学するとき、父がこの学校

を教えてくれた。船酔いに負

けないよう、安全を心がけて、

無事に帰ることが目標。

高嶋真太郎さん（鳥羽）

船員の魅力は、資格が取れる

ことや給料が高く、休暇が長

いこと。今は正直不安でいっ

ぱいだけど、過去の実習生に

負けないように頑張る。

真船大地さん（鳥羽）

釣りが好きで学友会（課外活

動）では漁携班に所属。太平

洋でカジキを釣りたい。遠洋

航海で少しでも成長したい。

木村謙太さん（鳥羽〕

双子の弟も同じ鳥羽商船高

専の機関科。現在「銀河丸J
に乗船している。遠洋航海で

成長した姿を父に見せたし、。

川尻彩夏さん（富山〕

自宅から学校まで徒歩5分。

中学からヨット部だったこと

もあり入学した。実習が辛く

て泣いたこともあるが＼泣か

ずに頑張りたい。

小西秀佳さん（富山）

中学の時、学校紹介で先輩が

来校し、かっこいいと思って

入学した。船員は素敵な仕

事。遠洋航海では、何か一つ

でも自｛言をつけたい。
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